
研究テーマ 
自ら考え,共に学び深め合う生徒の育成 

～生徒が主体を持つ協働的な学びを通じて～ 

研究体制 

研究主任を中 

心に，各主任，管 

理職で学校の現状 

を協議・分析しながら 

取り組むべき内容を決めて 

いる。本校が研究を進めて

いる『学び合い』に重点を

置き，生徒の実態を把握す

る中で，全教科で推進して

いる。 

 年度初めに「教材研究」

を通して教科の内容や系統

に関する理解を深め『学び

合い』で生徒の発言の意味

や価値を捉えられる「課題

設定」を行うことを確認し

た。その視点を中心に管理

職・研究主任による授業観

察や校内研修を行う。 

  研修計画 

    〇年２回以上，個

人    人で授業公開を       

行い   行い，課題設定

を  を焦点に話し合う。 

〇公開する授業以外でも気

軽に互いの授業を参観し

合うことを推奨する。 

〇年間を通じた校内研修で

『学び合い』の理念や手

法の理解を踏めたり，授

業改善へのモティベーシ

ョンを高めたりする内容

を設定し，教師の主体性

を育成する。 

〇価値のある『学び合い』

のための「課題設定」を

「教勢研究」で創造する

という視点から夏季・冬

季校内研修を実施する。 

 
 
 

取組 

〇課題設定にこだわる 

 単元で付けたい力や教材の価値を

踏まえたうえで，本時で生徒にどん

な課題を与えるのかを考える。 

（シンプルに，具体的に，既習事項

を関連） 

〇全員達成にこだわる 

 授業初めに全員達成を求め，最後

に評価し，できなければどうするの

かを考えさせる。 

〇チーム東中にこだわる 

 授業の課題を日々の会話の中でお

互いに出し合い，授業者同士が参観

したり，課題を話し合ったりする。

『学び合い』の理念を念頭に置いた

生徒との関わり，ファシリテートを

日々教育活動の中で大切にする。 

検証方法 

〇生徒アンケート 

 年間３回，全国

学力学習状況調査

の生徒質問紙の中

で「主体的・対話

的で深い学び」に

係る質問項目を全

校生徒に尋ねる。 

 

〇期末テスト 

 授業者が期末テ

ストで思考問題を

出題し，事前に予

想正答率を設定

し，生徒がどの程

度達成したかを評

価する。 

 
 
 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                                                

                                           

 

 

 

 

     

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度の取組】  
※ 分析と仮説に基づき，取組と検証方法を記入 

 

 

結果 分析 取組シート  ２０２３ リアル＆デジタル「学びが面白い！」の深化へ  202４ 

【分析】 ※ 今年度の結果に対する評価及びその要因を記入 

【校内研究体制の構築・再構築】  
※「福山 100NEN 教育」８th year 基本的な考え方 P３,11,14 を参照 

 

 

【昨年度の取組】 

 

 

 校番（ １ ）番 福山市立  東  中学校 

【取組の結果】 

 

 

取組 ※「結果▸分析▸取組シート 4 取組」を転記 

・3年生は，「学び合い」を深化させ，活用問題等にも対応し

うる力をつけていきたい。受検に向けての学習ではなく，今

までの積み上げを活かし，「学ぶことの楽しみ」を深めてい

きたい。 

・１・２年生は，学ぶ姿勢についてはまだまだ課題が大きい。３

年生の「学ぶ姿勢」から学ぶことができる機会を作るとと

もに，今の３年生の姿を目指して日々の授業を行っていく。

生徒の個性や特性が生かせる自由度の高い課題を設定

し，授業の中で生徒がわくわくし，熱中するような授業を行

っていく。 

 
 
 
 
 

取組状況（どう取り組んだか）  

・中３（現高１）は，受験に向け日々『学び合い』で力を

つけ，１・２年と成績が伸びなかった生徒も後半で大き

く力をつけ，志望する高校へ入学することができた生徒

が多くいた。 

・中１・２（現中２・３）は，中３から学ぶ姿勢を学ぶた

め，進路が決まった先輩の講話や，実際に先輩が学習し

ている様子を見るなど，自分の学習の在り方を見つめよ

りよくしていこうと考えることができる取組を仕組ん

だ。同時に，教師は課題設定をどのようにするか考えた

り，『学び合い』をどのように行うか，生徒へ語ること

に力をいれた。 

 

 （１） 全国学力学習状況調査  

 〔生徒質問紙〕（％） 

（２） 学力の伸びを把握する調査  ※ 学年平均を記入  

〔学習方略〕 （ ）内は市平均 

番号 質問事項 （「主体的・対話的で深い学び」に関する項目） 

「１」「２」を回答した生徒の割合 

市 
自校現中３生 自校 

現中２生 今年度 
昨年度 
（中２時） 

３６ 
１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えが
うまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。 55.5 ５５．９ ５７．５ ６１．１ 

３７ 
１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から
取り組んでいましたか。 76.7 ８３．５ ８８．４ ８７．７ 

３８ 
１，２年生のときに受けた授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自
分の考えをまとめる活動を行っていましたか。 69.4 ７１．２ ８３．８ ８３．４ 

３９ 
１，２年生のときに受けた授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっ
ていましたか。 75.3 ７１．２ ８４．５ ７６．７ 

４０ 
学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりする
ことができていますか。 79.1 ７６．３ ８６．４ ８２．３ 

４１ 
学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習
につなげることができていますか。 69.8 ６７．６ ８９．３ ８０．５ 

４２ 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしていますか。 70.2 ６８．４ ― ７９・９ 

  ３６～４２の意識合計 496.0 ４９４．１ ４８９．９ ５５１．６ 

 

 柔軟的方略 プランニング方略 作業方略 認知的方略 努力調整方略 

R3 R4 R5 R３ R4 R5 R３ R4 R5 R３ R4 R5 R３ R4 R5 

１
年 

― ― 
３．５ 
(３．４) 

― ― 
３．４ 
(３．５) 

― ― 
３．５ 
(３．５) 

― ― 
３．７ 

(３．８) 
― ― 

３．７ 

(３．８) 

２
年 

― 
３．４ 
(３．５) 

３．3 
(３．４) 

― 
３．５ 
(３．６) 

３．3 
(３．３) 

― 
３．５ 
(３．６) 

３．３ 
(３．４) 

― 
３．７ 

(３．８) 

３．７ 

(３．６) 
― 

３．７ 

(３．９) 

３．５ 

(３．５) 

３
年 

３．５ 
(３．４) 

３．３ 
(３．３) 

３．４ 
(３．５) 

３．６ 
(３．５) 

３．４ 
(３．４) 

３．４ 
(３．４) 

３．６ 
(３．６) 

３．４ 
(３．４) 

３．５ 
(３．５) 

３．９ 

(３．７) 

３．６ 

(３．６) 

３．８ 

(３．７) 

３．８ 

(３．８) 

３．５ 

(３．５) 

３．６ 

(３．５) 

                

 問題番号 要因（何を課題と考えるか） 

国語 ５，１０ 
漢字や語句の意味を推測し，適切な言葉を選択するこ
とに課題がある。 

数学 ５（５） 
具体的な事象における２つの数量の関係を一次関数と
みなし，変化や対応の特徴をとらえることに課題がある。 

英語 １０，１１ 
まとまりのある英文を読んで，重要な内容やことがらを
正確に読み取ることに課題がある。 

 

〔調査問題〕※ 問題の概要等を参照し記入 〔学力を伸ばした生徒の割合〕（%） 

 
R３→４ R４→５ 

国語 数学 国語  数学  英語  

２
年 ― ― 

５５．５ 

(６２．３) 
７０.９ 

(６３．７) 
― 

３
年 

５８.３  

(60．７) 
５９.７ 

(6５．８) 
５１．１ 

(５５．４) 
７６.６ 

(７１．５) 
７５.６ 

(７４．５) 

 

〔調査問題〕※ 課題となる問題を選択し，課題と考えられることを記入 

 問題番号 要因（何を課題と考えるか） 

国語 ４三 
生徒が書くことへ苦手意識をもっていること。また，タブレットの活用等か
ら実際に書く機会が減っていること。 

数学 ５，７ 
不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面で，データの特徴や分布

の傾向を読み取り，考察・判断することの必要性が実感できていない。 

英語 ４ 
まとまった文章から，重要な情報は何かを判断したり，説明の要点を捉えたりする

ことに課題があり，目的・場面・状況に応じた表現に触れる機会が不足している。 

 

〔正答率〕（%）  （   ）内…正答率：市平均，無答率/４０%未満：国平均 

 202１（R３） 202２（R４） ２０２３（Ｒ５） 

正答率 無答率 ４０％未満 正答率 無答率 ４０％未満 正答率 無答率 ４０％未満 

国語 
６０ 

(６３) 
５．７ 

(4.4) 
２０．０ 

(11.9) 
７４ 

(６７) 
２．３ 

(4.3) 
５。０ 

(10.2) 
６５ 

(66) 
５．０ 

(4.6) 
１３．０ 

(10.4) 

数学 
５２ 

(５３) 
１２．８ 

(11.2) 
３８．６ 

(25.1) 
５３ 

(４５) 
８．３ 

(10.8) 
２９．３ 
(33.7) 

４４ 
(45) 

１１．１ 
(9.6) 

４３．４ 
(32.8) 

英語 ― ― ― ― ― ― 
３６ 

(38) 
５．６ 

(5.7) 
６１．１ 

(44.9) 

合計 
１１２ 

(1１６) 
９．３ 

(7.8) 
２９．３ 

(18.5) 
１２７ 

(１１２) 
５．３ 

(7.6) 
１７．１ 
(22.0) 

１４５ 
(149) 

７．２ 
(6.6) 

３９．２ 
(29.4) 

 

評価 （結果をどう見たか） 
 ・全国学力学習状況調査の学力調査において，３年生は全教
科で，正答率が市平均を下回り，無回答率が上回った。 
・学力の伸び調査の学力調査において，３年生は数学と英語
で，２年生は数学で，１年生は国語で，それぞれ「学力を伸ばし
た生徒の割合」が市平均を上回った。 
・学力の伸び調査の学力調査において，３年生の英語と数学以
外，全教科で平均正答率が市平均を下回った。 
・全国学力学習状況調査の生徒質問紙「主体的・対話的で深
い学び」に関する項目において，３年生は「自分から考える」
「自分の考えをまとめる」関連の質問で市平均を上回った。 
・学力の伸び調査の意識調査において，３年生では，各方略の
合計値は＋０．６％，2 年生では，－０．７％であった。（１年生は
去年の明確なデータがない） 

要因 （なぜそのような結果になったか） 
 ・３年生は，１，２年生時，人間関係のトラブル等が多発し，授業
に集中できない時期が一定期間あり，『学び合い』において生
徒を課題に真剣に向かわせることができなかったことが，全国
学力の結果に表れていると考えられる。 
・一方で，学力の伸びの調査において３年生は最も『学び合
い』を多く実施している数学において学力を伸ばした生徒の
割合が 5.2 ポイント，正答率が 0.1 上回っている。また，生徒
質問紙から，「自分で考えること」などの項目が市平均を上回
っている。また，学びの伸びの調査において２年生の数学でも，
学力を伸ばした生徒の割合は７．２ポイント市平均を上回る。 
・こうしたことから，生徒が自分たちで考え，課題解決に向け自分
のペースで学習する『学び合い』は一定の成果があるが，生徒に
力を付けるためその質の向上が必要であると考えられる。 

 

仮説  

 価値のある『学び合い』を実施し，生徒同士が学ぶ楽しさを実感すれば，

学校が目標とする２１世紀型スキル＆倫理観を身に付け，学力が向上するの

ではないか 

 

496.0

149.0

Ｃ 

 
群 自校の位置は 

A群 
８校 

B群 
９校 

D群 
８校 

C群 
７校 

正答率 

意 

識 

理科を除く 


